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パ ネル

す
る
か

も
し
れ

な
い

。

佐

治
は

、

死
と
い

う
の

は

生

物
が

自
然

界
の

法

則

に

順
応

す
る

こ

と

で

あ
る
と

あ
っ

さ

り
と

述
べ

て

お

り、

死
を
め

ぐ
る

思

索
が

宗
教
観
に

大
き

く
影

響
し
た

形
跡
は

な
い

。

　
佐
治
の

事
例
を

明
治
期
仏
教

徒
の

外
来
宗
教
と

の

出
会
い

に

ど

の

程

度

一

般
化
で

き

る

か

に

つ

い

て

は

検
討
を
要
す
る
が
、

仏
教
と

死
の

問
題
が

密
接
不

離
の

も
の

で

は

な

い

と

い

う

前
提
条
件
と
、

普
遍
的

宗
教
性
と

い

う
カ

テ

ゴ

リ
ー

の

採
用
に

よ

っ

て

自
ら
の

仏
教
信
仰
を
正
当
化
し
つ

つ

保

持
し

得
た

こ

と

を
確

認
し
て

お

き
た
い

。

エ

リ

ザ
ベ

ス
・

ア
ン

ナ
・

ゴ

ル

ド

ン

夫
人
を

　
　

め

ぐ
っ

て

安

　
藤

　
礼

　
二

　

明
治
の

末
に

日

本
を

訪
れ
、

」

人
孤

独
に

死
ん

で

い

っ

た
イ

ギ

リ
ス

人

女

性、

「

淋
し

き

異
邦
入
」

で

あ

る

エ

リ
ザ
ベ

ス
・

ア
ン

ナ
・

ゴ

ル

ド
ン

夫
人

（

田
畔

書
2
げ

》
⇔

鬘
Ooao

づ℃
一

。゚

躍
−

H

讒
巴

の

名
前
は
、

現
代
に

お

い

て

は

ほ

と

ん

ど

顧
み

ら
れ

る

こ

と

が

な
い

。

し

か

し

明
治
の

後
半
か

ら

大
き

な

盛
り
上
が
り
を

み

せ

た

雑
誌
「

新
佛
教
』

を

中
心
と

し
た

仏
教

改
革
運
動

、

そ
の

な

か

で

も

特
に

東
西
の

信
仰
の

架
け

橋
と

な

る
よ
う
な

「

普
遍

宗
教
」

確
立
を

目
指
し
た

情
熱
を
理

解
す
る

た
め

に

は
、

鈴
木
大

拙
夫
人
ビ

ア

ト
リ
ス

と
も
重

な
り
△

口

う
そ

の

生
涯
と

思

想
の

軌
跡
こ

そ
が

格
好
の

サ

ン

プ
ル
、

一

つ

の

典
型
的
な

事
例
に

な
る

と

思
わ
れ
る

。

な
ぜ

な
ら、

冒

本
の

近
代
仏
教
の

真
の

姿
を
理

解
す
る
た

め

に

は、

内
部
（
日

本）

か

ら

外
部
（

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

や

ア

メ

リ

カ
）

へ

の

単
純
で
」

方
向
的
な

流
れ
だ
け
で

な
く、

外
部
か

ら

内

部
へ

の

重
層

的
で

多
方
向
的
な

流
れ

を

検
討
す
る

こ

と
が

必
要

不
可
欠
に

な
っ

て

く
る

は

ず
だ
か

ら
で

あ
る

。

つ

ま

り、

日
本
の

仏
教
知

識
人

（

特
に

男
性）

に

お

け
る

比
較
宗
教
学
的
な

知
見
の

獲

得
お

よ

び
キ

リ

ス

ト

教
の

受

容
の

み

を

考

察
す
る

だ

け
で

は

不

十
分
で

あ
り、

ち

ょ

う
ど

そ
の

「

鏡

像
」

と

な
る

よ
う
な

、

比
較
宗
教
学

的
な

知
見
か

ら

新
た
な

時
代
の

「

秘
密
仏
教
」

で

あ
る

神
智
学
を

生
み

出

し

大
成
し

た

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

お

よ
び
ア

メ

リ
カ

の

キ

リ
ス

ト
教
知
識
人
（
特

に

女
性
）

、

さ
ら

に

は
そ

の

甚
大
な

影
響
の

も
と

仏
教

徒
と

な

る
こ

と

を

志
し

日
本
を

訪
れ
た
異

邦
の

女
た
ち

に

よ

る

仏
教
受
容
も

ま

た

き

わ

め

て

重

要
な
役

割
を

果
た
し

て

い

た

か

ら

で

あ
る
。

重

層
的
で

多
方

向
的
な

「

移
動
と

翻
訳
」

に

よ

る

変
化
の

網
の

目
か

ら
、

神
秘
主
義
的
な

解
釈
に

も

と

つ

い

た

キ

リ

ス

ト

教
と

仏
教
を

中
心
と

し

た

諸
宗
教
の

変
革
と

融
合

の

試
み、

一

つ

の

近
代
的
な

普
遍
宗
教
の

理
念
が

生
み

落
さ

れ

た

と

考
え

る

べ

き

で

あ
る

。

　
ゴ

ル

ド
ン

夫
人
が

は

じ

め

て

日
本
を

訪
れ
た

の

は
一

八

九
一

年、

家
族

と

の

世
界
周
遊

旅
行
の

途
上
で

あ
っ

た
。

そ

の

後
約
十
万
冊
の

洋

書
「

H

英
文
庫
」

を

携
え
て
｝

九

〇
七

年
（
明
治
四
〇）

に

来
日、

以
降
｝

九
二

五

年
（
大
正
一

四）

の

死
去
に

い

た

る

ま
で、

第
一

次
世
界
大
戦
後
の
一

時

帰
国
を

は

さ

ん

で

口

本
に

居
住
し
た

。

大
戦
前
は

麹
町
に

広
壮
な
邸
宅

を
か

ま

え
、

大
戦
後
は

京
都
ホ

テ

ル

に

滞
在、

六

年
間
で

た
だ
一

度
し

か

外
出
し
な

か

っ

た

と

伝
え
ら
れ
て

い

る
。

雑
誌

『

新
佛
教
』

第
七

巻
第
八

号
（
明
治
四

二

年
八
月）

に

「

物
言
う
石

　
教
ふ

る

石
」

を
掲
載、

同
じ

年
か

ら
こ

の

論
考
を
小
冊
子
と

し
て

ま

と

め、

丙
午
出
版
社
よ

り
『

弘
法

大

師
と

景
教
」

と

し
て

同
内

容
で

は
あ
る
が
何

種
類
か

の

異
な
っ

た

版
を

140（1232｝
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パ ネ ル

刊
行
し
て

い

る
。

近

世
や
近

代
で

は
な
く

、

そ
の

は

る

か

以
前
に

弘
法

大

師
・

空
海
を
通
じ

て

景

教
（
ア

ジ

ア
に

宣

教
し
た
キ

リ
ス

ト

教
異
端
ネ
ス

ト
リ

ウ
ス

派
の

教
え）

が
日

本
に

伝
来
し

、

仏
教
〔
真

言
密
教
）

と

習

合

し
た

と
主
張、

キ

リ
ス

ト

教
と

仏
教
の

教
え
は

も
と

も
と

同
根
で

あ
っ

た

と

す
る
仏
耶
一

元
論
を

提
唱
し

た
。

ま
た

古
代
の

日

本
に

は、

渡
来
人
の

秦
氏
と

し

て

多
量
の

ユ

ダ
ヤ

人
が

移
民
し
て

い

た

と
い

う
日
ユ

同
祖
論
を

展

開、

東
西
の

信
仰
を
一

つ

に

つ

な

ぐ

新
た
な

救
世
主
と

し
て

弥
勒
を
位

置
づ

け
て

い

た
。

外

国
人
女

性
と

し
て

は
じ
め

て

シ

カ

ゴ

で

開
催
さ

れ
た

万

国
宗
教
者
会
議
に

出
席
し
た

僧
侶
の
】

人
で

あ
る
高
野
山

管
長
の

土
宜

法

龍
よ

り
真
言
宗
の

戒
名
を

与
え
ら

れ、

高
野
山
奥
の

院
に

大

秦
景
教
流

行
中
国
碑
の

レ

プ
リ

カ
を

建
立
（
一

九
一
一

年
）

、

そ
の

傍
ら
に

葬
ら
れ

る

こ

と

に

な
っ

た
。

　

早
稲
田

大
学
図
書
館、

高
野

山
大
学
図
書
館
に

は

夫
人
が

生
前
に

蔵
書

を

寄
贈
し

た

ゴ

ル

ド

ン

文
庫
が

存
在
し
て

い

る
。

特
に

早
稲
田
大

学
に

残

さ
れ

た
約
一

五

〇
〇
冊
の

洋

書
類
は

、

　 

九

世
紀
に

英
語
圏
で

刊

行
さ

れ

た

東
西
の

宗
教
学、

神
秘
思
想
に

関
す
る
重

要
な

文
献
を
集
大
成
し
た
か

の

よ

う
な

非
常
に

特
異
な
ア
ー

カ
イ
ヴ

を
構
成
し
て

い

る
。

ブ
ラ

ヴ
ァ

ツ

キ
ー、

ア
ニ

ー
・

ペ

ザ
ン

ト、

チ
ャ

ー

ル

ズ
・

リ
ー

ド
ビ

ー
タ

ー
な

ど
神

智
学
関
係
の

書
籍
も
多
い

。

直

接
教
え

を
受
け
た

学
問
の

師
で

あ
る
マ

ッ

ク
ス
・

ミ
ュ

ラ

ー
、

夫
人
を
日

本
に

導
い

た

高
楠
順
次
郎、

さ

ら

に

は
来

日

後
に

も

親
密
な

関
係
を
続
け
た

下
田

歌
子
な
ど、

そ

の

人
間
関
係
に

お

い

て

も
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

比
較
宗
教

学
と

ア
メ

リ
カ
の

神
智
学、

日

本
の

近

代
仏
教
学
お

よ

び

宗
教
学
を
相
互
に

結
び

合
わ
せ

る

重

要
な

結
節
点
と

な

る
よ

う
な

人
物
で

あ
っ

た
。

鈴
木
大
拙
に

お

け

る

東
洋
と

西
洋

　
　

　
　

在

米
中
の

思
想
変
遷
を
中
心
に

ー
守
　
屋

　
友
　
江

　

本
発
表
で

は、

長
期
に

わ
た
る

鈴
木
大
拙
の

宗
教
的
求
道
に

お

け

る、

初
期
の

ア
メ

リ
カ

滞
在
時
代
の

意

義
を

考
察
す
る

。

そ

の

時
代
は

世
紀
転

換
期
に

あ
た

り、

ア

メ

リ

カ

の

宗
教
思

想
自
体
も
大
き
く
変
化
し、

ま

た

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

「

仏
教
」

が

新
た

に

発
見
さ

れ
始
め
た
時
期
に

相
当
す

る
．

こ

う
し

た
変

化
や

発
見
を
経
験
す
る

中
で
、

鈴
木
は

後
年
の

「

東
洋

と

西
洋
」

を

対
比
す
る

思

想
軸、

言
語
よ

り
も

宗
教
的
精
神
そ

の

も
の

の

直
接
的
把
握
と

い

う
ス

タ

ン

ス

を

養
う
こ

と

と

な

っ

た。

　

渡

米
以
前

、

鈴
木
は
東
京

帝
国
大
学
で

哲
学
を

学
び
な

が
ら

円
覚
寺
で

参
禅
す
る

中
で

、

新
時

代
に

ふ

さ

わ

し

く、

西
洋
の

科
学
的
知
識
と

抵

触

し

な
い

宗
教
に

理
想
を
求
め

て

い

た
。

し
か

し、

鈴
木
は

渡

米
先
で

勤
め

て

い

た
オ
ー

プ

ン

・

コ

ー
ト
出
版
社
の

ポ
ー

ル

・

ケ

ー

ラ

ス

の

合
理
的
な

宗
教

観
（

鈴
木
の

い

う
「

科
学
教
」
）

に

は

次
第
に

否
定
的
と

な
っ

て

い

っ

た
。

理
知

的
な

宗
教
観
へ

の

距
離
と

反
比
例
す
る

形
で、

ス

ウ
ェ

ー
デ

ン

ボ

ル

グ
や

神
智
学
へ

接
近
す
る
よ

う
に

な
る

。

ま
た、

ウ

ィ

リ
ア
ム
・

ジ
ェ

イ
ム

ズ

の

著
し
た

『

宗
教
的

経
験
の

諸

相
』

を、

「

宗

教
心
」

に

富

ん

だ

も
の

と
し
て

評
価
す

る

姿
勢
も

強
く
示
す

。

　

興
味
深
い

の

は、

こ

れ

と

並

行
し

て

宗
教
に

基
づ

く
社
会
変
革
へ

の

言

説
も

非
常
に

多
く

な
る

こ

と

で、

「

新
仏
教

徒
同
志
会
」

の

綱
領
と

相
通

ず
る

内
容
と

な

っ

て

い

る
。

実
際
に、

彼
は

帰
国

後
に

同
会
の

評

議
員
と
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